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マルコ福音書の概略分析  

OpenAI o1  

提示されているマルコ福音書の構造分析を拝見すると、いくつか興味深いポイントが示唆されているように
思われます。以下、その要点を整理しつつ、もう少し補足的な視点を付け加えてみます。

1. マルコ福音書の大まかな構造  

1) 1:1–1:15　「神の子イエスの福音」「神の国の福音」の宣言  

Intro A) (1:1–1:8)
バプテスマのヨハネによる「罪の赦しを得させる悔い改めのバプテスマ」の宣教
Intro B) (1:9–1:15)
「愛する子」としてのイエス登場、聖霊によって悪霊を追い出す権威、神の国の福音の宣言

- 1:1-1:15 神の子イエスの福音、神の国の福音の宣言
  - Intro A) 1:1-1:8 ヨハネ：罪の赦しを得させる悔い改めのバプテスマ
  - Intro B) 1:9-1:15 愛する子イエス：悪霊を追い出す聖霊のバプテスマ
- 1:16-10:52 弟子を集め、弟子を教える
  - 1:16-6:13 弟子を集める
    * A) 1:16-3:12 主イエスの権威ある教え、悪霊を追い出し病いを癒す権威
    * B) 3:13-6:13 耳のある者は聞け、神の国のたとえ、弟子に権威を与える
  - 6:14--10:52 弟子を教える
    * C) 6:14-8:26 預言者ヨハネの死、パリサイ人の教えに気をつけよ
    * D) 8:27-10:52 愛する子の死と復活、仕える者が偉い者
- 11:-16: 神殿のさばきと主イエスの神殿の復活
  - E) 11:-13:柔和な王が来て、神殿がさばかれる（復活して新しい神殿となる）
  - F) 14:-16:神の子が死んでよみがえる（3日目によみがえる主イエスが神殿）

- 下記のような段落間の並行があると見ています。
Intro A) が、B) とC) で表されてE) で完成する。
信仰・義がテーマ。（ローマ人への手紙1:-4:に詳細の解釈がなされる、聞き従う義）
Intro B) が、A) とD) で表されてF) で完成する。
聖霊・愛がテーマ。（ローマ人への手紙5:-8:に詳細の解釈がなされる、仕える愛）

- マルコ福音書では、特に弟子たちの訓練が強調されているようです。3日目によみがえる主のみからだである神殿
は、神殿の要石、一方、40年ののちに、エルサレム神殿はさばかれ、新しい民である新神殿が復活します。その土
台石は12使徒（弟子）です。

- 長子である神の子イエスが3日目に復活したように、兄弟である神の子らである新しい教会が40年後に復活す
る。福音のはじめに産みの苦しみがあったように、福音の完成にも産みの苦しみが伴う。

- マルコ福音書では、主イエスは、しもべとなって仕える柔和な王であることが表されています
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2) 1:16–10:52　弟子たちを招き、教え、訓練する  

1:16–6:13　弟子を集める
A) (1:16–3:12) イエスの権威ある教え（立法学者と対比的）、悪霊を追い出し、病を癒す権威
B) (3:13–6:13) 「耳のある者は聞け」──神の国のたとえ話の提示と、弟子たちに同じ権威を付与

6:14–10:52　弟子を教える
C) (6:14–8:26) 預言者ヨハネの死をはじめ、イエスへの誤解・敵対（パリサイ人のパン／教えへの
警告）
D) (8:27–10:52) イエスの死と復活の予告（弟子たちへの正しい理解の促し）、仕える者こそ大い
なる者

3) 11:–16:　神殿の裁きと、イエスが新たな神殿として「三日目に復
活」する

 

E) (11:–13:) 柔和な王のエルサレム入城と旧神殿の裁き、そして新しい神殿へ（暗示）
F) (14:–16:) 神の子イエスの死とよみがえり。十字架による完全な贖いと、三日目の復活

2. 段落間の並行関係とテーマ  
ご提示のとおり、マルコ福音書の諸段落の間には、ある種の「パラレル（対比・呼応）構造」を見ることが
できます。特に、

Intro A) → B) と C) による展開 → E) で完成
ここでは「悔い改め・信仰・義」というテーマを中心に、旧神殿の裁きと新神殿（教会）の誕生へ向か
う流れが強調される。
Intro B) → A) と D) による展開 → F) で完成
ここでは「聖霊・愛・仕える姿勢」が中心となり、愛によって仕える王、神の子イエスの十字架と復活
がクライマックスへと収斂する。

このような構造の解釈は、しばしば「マルコ福音書はシンメトリーや繰り返し、組み合わせを多用している
のではないか」という視点につながります。特にパッション予告（8:31、9:31、10:33-34）や「神の国に相
応しい姿」の繰り返しは、弟子たちが正しく神の国を理解しうるよう繰り返し訓練されている段階構造のよ
うにも見えます。

3. 3日目の新神殿、40年後の旧神殿崩壊という視点  

1) マルコ福音書から見える「神殿」のモチーフ  

イエスはご自身を「三日で建て直される神殿」（ヨハネ福音書2:19 などにも類似表現）として暗示さ
れる。マルコ福音書でも、十字架につけられる際に「オマエは神殿を打ち壊し、三日で建てる者ではな
いか」（15:29）という嘲りが記されており、イエスご自身が「新神殿」とされることが示唆されま
す。
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それに対して、エルサレムの旧神殿は紀元70年、イエスの公生涯からおよそ40年後にローマ軍によっ
て崩壊しました。これを「裁きと新神殿の誕生」の具体的成就と見る解釈は、初代教会でも大きなテー
マだったようです（マタイ福音書24章並行、ルカ21章並行、マルコ13章など）。

2) 12使徒・教会が「新神殿の土台石」として立つ  

「新神殿」の要石はキリストご自身ですが、その土台を築くのが12人の使徒（エペソ2:20 参照）であ
るという理解は、初代教会の伝承にも通じるものがあります。マルコ福音書でも、イエスと弟子たちが
織りなす物語として読めば、弟子の「不信・無理解・成長」の一連のステップを踏まえて、新しい神の
家族の土台を形づくる物語を描いているとも言えます。

4. ローマ書との関連（1–4章、5–8章）  
ご指摘のように、ローマ書1–4章は「信仰による義」が集中的に論じられています。ユダヤ人も異邦人
も罪の下にあり、しかし信仰によって義とされる──その理解を「Intro A) ～ C) ～ E)」の流れ（悔い
改め・赦し・義の成立）とパラレルに捉えるわけです。
一方、ローマ書5–8章は「キリストにあるいのち、御霊の支配」が中心テーマとなり、「御霊による
愛」が共同体を形づくるという流れが際立ちます。これは「Intro B) ～ A) ～ D) ～ F)」の流れ（聖霊に
よるバプテスマ、イエスの自己犠牲、弟子たちの仕える愛）と対応しているという視点でしょう。

これをマルコ福音書とローマ書の「神学的パラレル」として捉えるのは興味深いアプローチです。パウロの
ローマ書は福音理解を神学的・法廷的文脈で詳論しますが、それとマルコ福音書の「物語的展開」との間に
対応を見出すと、福音そのものの多層性（歴史的事実の物語と、それを神学的に展開する書簡の協働）を捉
えやすくなるかもしれません。

5. マルコ福音書における「弟子たちの訓練」「柔和な王とし
てのイエス」

 

弟子たちの訓練・成長:
マルコ福音書の特長の一つは、ペテロを含め弟子たちの失敗・無理解が繰り返し描かれる点ですが、そ
れが後半になるにつれ徐々に「キリストはどういうお方か」を理解し始める方向に進みます。最終的に
は十字架と復活を経て、彼らがイエスの福音の証人として派遣されていく物語が、ある意味「開かれた
エンディング」のかたち（16:8で終わる写本系統、あるいは16:9以降の付加本文など）で示唆されま
す。
仕える柔和な王としてのイエス:
マルコ福音書のキーワードとしてしばしば引用されるのは「人の子が仕えられるためではなく、仕える
ために来た」（10:45）です。特に「しもべの王」というモチーフは、旧約の「主のしもべ」像（イザ
ヤ書など）を想起させ、受難を通じて「神の子」としての栄光にあずかるイエス像を描きます。
これは王たるイエスが“政治的・軍事的”メシアではなく、柔和に人々を支え、最後には十字架でご自分
のいのちを差し出される“逆説の王”であることを、繰り返し示すものです。そして弟子たちはその「仕
える愛」を継承するよう招かれる。

まとめ  
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お示しいただいた分析は、マルコ福音書全体を三つの大区分に置き、その中で「A～F」の段落を対応づける
形で「悔い改めによる信仰と義」「聖霊による愛と仕える姿」を往還させながら構造的な完成を見る、とい
う大変興味深い視点です。そこにローマ書1–4章・5–8章の対応を重ねていくことで、マルコ福音書の物語と
パウロ書簡の神学との架け橋を示すこともできます。

また、「三日目によみがえる新神殿」と「40年後の旧神殿の崩壊と新しい民（教会）の誕生」という歴史的
視座も、マルコ13章（小黙示録）との関係で、初代教会が福音理解をどう深めていったのかを示唆する重要
な観点です。マルコ福音書は「しもべとしての王」「弟子たちの訓練」を強調しつつも、最終的にイエスの
受難と復活をとおして神の国が本格的に到来する希望を描き、旧い神殿の代わりに「イエスのからだ（教
会）」が神の国を担っていくという新しい展望を提示している、と読むことができます。

全体として、こうした構造・テーマの読み方は、マルコ福音書における「福音のはじめ（1:1）」から「福音
の完成（復活ののち、弟子たちへの派遣）」までを一つの大きな物語として把握しつつ、神殿や弟子訓練の
モチーフを軸に整理する上で非常に有益だと思います。ぜひさらに深めてみてください。

ローマ人への手紙1:1-7の導入は、マルコ福音書の1:1-15の導
入と並行していると思われます

 

OpenAI o1  

たしかに、ローマ人への手紙1:1-7の冒頭とマルコ1:1-15の冒頭には、いくつか顕著な並行点・共鳴点が見い
だせます。両者ともに「福音（良い知らせ）」を中心とし、「神の子イエス・キリスト」に関する旧約の預
言、聖霊、そして信仰による従順・悔い改めを強調しているからです。以下に主な並行要素を整理してみま
す。

1. 「福音」の始まり（ローマ1:1, マルコ1:1）  
ローマ1:1

…神の福音のために選び分けられた…

マルコ1:1

神の子イエス・キリストの福音のはじめ…

両者とも「福音(εὐαγγέλιον)」を明示的に提示し、最初に読者を「これは神によって約束された良い知らせ
である」と導く役割を果たしています。

2. 旧約の預言との関係（ローマ1:2, マルコ1:2-3）  
ローマ1:2

（この福音は）神がその預言者たちを通して聖書（旧約）にあらかじめ約束されたものである

マルコ1:2-3

預言者イザヤの書にこう書いてある…「見よ、わたしは使いを…」
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どちらも福音が旧約において前もって告知されていたことを強調します。マルコ1:2-3がイザヤ書を引用して
いるのに対し、ローマ1:2は旧約預言全体を指す表現ですが、いずれも「福音は突然生まれたのではなく、神
の約束に基づいている」と示す点で共通しています。

3. テーマ：「神の子」「キリスト」（ローマ1:3-4, マルコ
1:1, 1:11）

 

ローマ1:3-4

御子に関することであって…キリストは…肉によればダビデの子孫から生まれ…御子は死者の中か
らの復活によって…力ある神の子と定められた

マルコ1:1, 1:11

1:1「神の子イエス・キリストの福音」
1:11「あなたはわたしの愛する子、わたしの心にかなう者」

ローマ書もマルコ福音書も「神の子キリスト」を明確に打ち出し、メシア＝キリストが神の子であることを
物語の冒頭で強調します。マルコはイエスの洗礼（1:9-11）で「あなたはわたしの愛する子」と神の声を引
用し、ローマ書は復活によって「力ある神の子」と公に示されたと述べています。

4. 信仰・悔い改め・従順（ローマ1:5, マルコ1:15）  
ローマ1:5

私たちはこれによって（キリストによって）恵みと使徒職を受け、あらゆる国の人々が御名のた
めに従順となるように…
（直訳:「信仰の従順(ὑπακοὴν πίστεως)」）

マルコ1:15

「時は満ち、神の国は近づいた。悔い改めて福音を信じなさい」

ローマ1:5の「信仰の従順」は、マルコ1:15の「悔い改め（メタノイア）と福音を信じる」呼びかけに対応す
るもので、福音の核心として「信仰による従順・悔い改め」が不可欠だと示されています。

5. 聖霊とイエスの宣教開始（ローマ1:4, マルコ1:8-10）  
ローマ1:4

（イエスは）聖なる御霊（聖霊）によって、力ある神の子と宣言された

マルコ1:8-10

（バプテスマのヨハネ）「私は水でバプテスマを授けたが、イエスは聖霊によるバプテスマをお
授けになる」
…イエスは水の中から上がると、御霊が鳩のように下ってくるのを御覧になった
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ローマ1:4はイエスが「聖霊の力によって」神の子として宣言されたと示し、マルコ1:10では洗礼の場面で聖
霊が下る描写があります。どちらも「聖霊」がイエスのメシア的働きや神の子性を証ししている点で呼応し
ています。

まとめ  
「福音」の中心:
ローマ1:1-7もマルコ1:1-15も、冒頭で「これは福音である」という宣言から始まる。
旧約の成就:
神が旧約の預言（預言者）を通してあらかじめ告知していた「救いの到来」を強調。
神の子キリスト:
イエスこそ神の子であり、マルコでは洗礼の場面、ローマ書では復活を通じてその神性が明示される。
信仰と悔い改め:
従順・悔い改め・信仰によってこそ、この福音に応答することができる。
聖霊の証印:
イエスに降る聖霊と、キリストを神の子として宣言する聖霊のはたらきという共通項が見られる。

こうして見ると、マルコ福音書の1:1-15で示される「福音開始の宣言」と、ローマ書1:1-7の「パウロの宣教
すべき福音の要約」が、神の子イエス・キリストを中心に、旧約預言・聖霊・信仰と従順というキーワード
で深く結びついていると読めます。したがって「ローマ1:1-7は、マルコ1:1-15の序幕と神学的に並行してい
る」と解釈するのは十分に根拠のある見方といえます。
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